
M1-L1-Z12 

English Reading & WritingⅠ 

責任者・コーディネーター 外国語学科英語分野 柳谷 千枝子 准教授 

担当講座・学科 (分野 ) 外国語学科英語分野 

担 当 教 員 柳谷 千枝子 准教授、松田 竜宙 助教  

対 象 学 年 1  

区分・時間数 
（1コマ 2時間計算） 

講義  14コマ  28時間 

演習    0コマ       0時間 

実習    0コマ   0時間 
期 間  前期  

 

・学修方針（講義概要等） 

 英語が世界共通語としての役割を果たしている現在、国際社会の一員として、研究者のみならず医

療人が英語を使用する機会がますます増えている。このコースでは、医療と健康に関する話題を英語

で読むことで、効率的に内容を理解する力をブラッシュアップするだけでなく、医療の分野でよく用

いられる表現や専門用語の理解を目指す。さらに、習得したスキルを用いて読み取った情報や自分の

考えを英語で表現し、グループワークやディスカッションを通じて様々な関連トピックを深く考察す

る機会を設ける。こうした訓練を重ねることにより、将来、英語の記事や論文を自分で読み、医療現

場や国際学会などで正確な情報や自分の意見を英語で発信する技能の向上を目指す。 

 

・教育成果（アウトカム） 

 英語による知識の習得と、論理的に英語を読む・書く能力を養うことで、将来医学論文を読み、書

くうえで必要な技能を身につけることができる。また、将来、チーム医療で役立つ適切な情報収集と

提供のためのコミュニケーション能力を向上させることができる。（ディプロマポリシー: 1, 2, 4, 

6） 

 

・到達目標（SBO） 

1. 英語の音声を聴いて、英文の内容を理解できる。 

2. 英文を正しく音読できる。 

3. 英文の内容を日本語で説明できる。 

4. 医療関連の重要表現が理解できる。 

5. 学修した語彙・表現を用いて、伝えたいことを英文で表現できる。 

  



・講義日程                       （矢）東 1-A講義室、東 2-A講義室 

【講義】【Aグループは火曜日の 2限、B・Cグループは火曜日の 1限】 

月日 
曜

日 
ｸﾗｽ時限 講座(学科) 担当教員 講義内容/到達目標 

4/14 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

授業ガイダンス & 医学用語の基本 

1. 医学用語の接頭辞、語根、接尾辞

について学修し、説明できる。 

2. 医学用語を構成する接頭辞、語

根、接尾辞を正しく分類し、それぞ

れの意味を説明できる。 

3. 様々な種類の接頭辞、語根、接尾

辞を用いて、医学用語を作ることが

できる。 

事後学修：講義資料を復習する。 

B・Cグループ 

1限 

5/12 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 1: The Eternal Goal of Medical 

Ethics 

1. 「ヒポクラテスの誓いとナイチン

ゲール誓詞との間の共通点」を意識

しながら正しい発音で本文を音読

し、内容や要点を説明できる。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 7, Q1-3について調べ、

解答する。P. 8-9の Passage Reading

を読んで概要をまとめる。P. 10-11

の Building Up Vocabularyの空所を補

充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 

5/19 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 1: The Eternal Goal of Medical 

Ethics 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 12-13の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

1限 

 



5/26 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 2: Ethical Virtues and Inner 

Spiritual Growth in Ancient Greek 

Philosophy 

1. 「古代ギリシャ哲学と医療倫理と

の間の共通点」を意識しながら正し

い発音で本文を音読し、内容や要点

を説明できる。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 15, Q1-3について調

べ、解答する。P. 16-17の Passage 

Readingを読んで概要をまとめる。P. 

18-19の Building Up Vocabularyの空

所を補充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 

6/2 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 2: Ethical Virtues and Inner 

Spiritual Growth in Ancient Greek 

Philosophy 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 20-21の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

1限 

6/9 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 3: Medical Ethics in the 21st 

Century 

1. 「グローバル化により生じた医療

倫理の新たな問題」を意識しながら

正しい発音で本文を音読し、内容や

要点を説明できる。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 23, Q1-3について調

べ、解答する。P. 24-25の Passage 

Readingを読んで概要をまとめる。P. 

26-27の Building Up Vocabularyの空

所を補充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 



6/16 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 3: Medical Ethics in the 21st 

Century 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 28-29の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

1限 

6/23 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 4: Issues Arising from Human 

Relationships Between Medical Staff 

and Patients 

1. 「患者とその家族との関係構築の

重要性」を意識しながら正しい発音

で本文を音読し、内容や要点を説明

できる。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 31, Q1-3について調

べ、解答する。P. 32-33の Passage 

Readingを読んで概要をまとめる。P. 

34-35の Building Up Vocabularyの空

所を補充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 

6/30 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 4: Issues Arising from Human 

Relationships Between Medical Staff 

and Patients 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 36-37の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

1限 



7/7 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 5: Handling Personal Information 

1. 「患者の個人情報の定義および取

り扱い」を意識しながら正しい発音

で本文を音読し、内容や要点を説明

できる。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 39, Q1-3について調

べ、解答する。P. 40-41の Passage 

Readingを読んで概要をまとめる。P. 

42-43の Building Up Vocabularyの空

所を補充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 

7/7 火  

Aグループ 

4限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 5: Handling Personal Information 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。 

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 44-45の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

3限 

7/14 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 6: Ethical Issues about Informed 

Consent 

1. 「インフォームドコンセントにつ

いて倫理上求められる手続きや対

応」を意識しながら正しい発音で本

文を音読し、内容や要点を説明でき

る。 

2. 音声を聴いて英文の内容を把握

し、説明できる。 

3. 本文の重要な語彙や医療用語を学

び、英語で応用できる。 

 

事前学習：p. 47, Q1-3について調

べ、解答する。P. 48-49の Passage 

Readingを読んで概要をまとめる。P. 

50-51の Building Up Vocabularyの空

所を補充する。 

事後学習：本文の音声を聴いて復習

し、要点を列挙する。 

B・Cグループ 

1限 



7/14 火  

Aグループ 

4限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

Topic 6: Ethical Issues about Informed 

Consent 

1. 関連スクリプトを読み、興味を持

った点について英語で表現できる。 

2. グループ・ディスカッションで他

者の意見に耳を傾け、自身の考えや

意見を発表できる。 

 

事前学習：p. 52-53の Further Critical 

Thinkingを読んで、内容や要点を整

理する。 

事後学習：ディスカッションを通し

て新たに気付いた事柄をまとめ、

WebClassに提出する。 

B・Cグループ 

3限 

7/21 火  

Aグループ 

2限 

英語分野 
柳谷 千枝子 准教授 

松田 竜宙 助教 

サマリーおよびパラフレーズの技法 

& Review 

1.アカデミック・ライティングにお

けるパラフレーズの必要性とその方

法について理解し、英語で応用でき

る。 

2.アカデミック・ライティングのサ

マリーの書き方について学び、英語

で表現できる。 

 

事前学習：前期に学修したトピック

を復習する。 

事後学習：医療倫理に関するトピッ

クを題材にしてサマリーまたはパラ

フレーズを作成し、提出する。 

B・Cグループ 

1限 

 

・教科書・参考書等 

 教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  
Medical Ethics 

(自己成長を目指す英語

の実践) 

Masao Kanaoka, Judy Yoneoka 三修社 2022 

  



・成績評価方法 

【総括的評価】 

1. 定期試験（MCQ、記述式）：70% 

2. 提出物（リアクションペーパー、WebClass上の課題等）：25% 

3. 参加態度（予習状況、授業中の発言、ディスカッション等での積極的姿勢）：5% 

【形成的評価】 

授業内容に関する質疑応答により、理解度評価を行う。 

 

到達目標 DP 中間試験 レポート 小テスト 定期試験 発表 その他 合計 

3、4、5 1、2、4    70   70 

3、4、5 1、2、4  25     25 

2、5 1、2、6      5 5 

合計   25  70  5 100 

備考:  

・「レポート」には、リアクションペーパーおよび WebClass上での提出課題等を含む。 

・「その他」は、予習状況、授業中の発言、医療倫理をテーマとしたディスカッション等における積

極的な参加態度を評価する。 

 

・特記事項・その他 

科目履修認定について： 過去に受験した外国語能力試験の成績が、所定の基準を満たしている場合に

は、本科目の単位に読み替えることができる。 

 

1. 学生を出席番号順に 3グループ（Aグループ、Bグループ、Cグループ）に分け、A・Cグループを

松田、Bグループを柳谷が担当する。 

2. クラス／時限／講義室 

Aグループ（松田クラス）: 2限（矢）東 1-A講義室 

Bグループ（柳谷クラス）: 1限（矢）東 2-A講義室 

Cグループ（松田クラス）: 1限（矢）東 1-A講義室 

3. 関連トピックについてペア・グループワーク、ディスカッションの機会を設ける。 

4. 講義で指定された課題を期日までにWebClassに提出する。 

5. 適宜、英語で記述する課題を課し、添削後コメントを付して返却する。 

6. 成績確定後に、希望者には試験結果を開示する。希望者は担当教員に連絡すること。 

7. 事前・事後学修および学修時間 

学修内容の定着を図るため、あらかじめ単語や表現の意味を調べ、本文の概要をまとめた上で講義に

出席すること。事前学修の時間は 40分程度を要する。事後学修として復習する際は、当日の講義内

容、特に教員が強調して説明した重要事項が理解できているかどうかを確認し、疑問点は早めに解決

すること。なお、事後学修の時間も 40分程度を要する。 

当該科目に関連する実務経験の有無 無 

 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  ノート型 PC（東芝） 1  資料作成、講義プレゼン用  



講義  ノート型 PC（富士通）FMV-ＮＦ40Ｗ 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノート型 PC（Panasonic）R7/U7600 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノート型 PC（Apple）NA877J/A 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノート型 PC（SONY）VGC-LN52JGB 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノート型 PC（NEC）PC-YV22AEDAMBL6 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  PC（Apple）iMac27/3.20GHzCorei3 1  資料作成  

講義  ノート型 PC（Panasonic）CF-J9/LUDDDS 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  iPod（Apple） 5  リスニング、課外自習等  

講義  CD ／DVDプレーヤー 4  リスニング、DVD教材視聴覚用  

講義  ノートパソコン（Mac Book Air CTOZOJK） 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  HDビデオカメラ一式（Canon・M52） 1  講義資料作成  

講義  ノートパソコン（富士通・PH50/E） 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノートパソコン（富士通・MH30/G） 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  
デスクトップパソコン（iMac27・ZOJN CTO 

Education） 
1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  ノートパソコン（Panasonic・CF-J9LLUDDDS） 1  資料作成、講義プレゼン用  

講義  液晶プロジェクター（SONY・VPL-EW7） 1  講義プレゼン用  

 


